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協
会
活
動
状
況

(特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所
に
お
い
て
。
)

●
昭
和
五
十
六
年
八
月
二
十

日

(木
)

会
長
、
新
妻
副
会
長
、
事
務
局
長

の
三
者
が

道
庁

の
商
工
観
光
部
資
源

エ
ネ
ル
ギ

ー
課
を
訪

れ
、

「
日
高

町
岩
内

川
流
域

の
自
然
環
境

保
全

に
関
す
る
要
望
書

」
を
提
出
す

る
と
と
も
に
、

在
課

の
課
長
補

佐
と
砂
利
係
長
と
に
善

処
す
る

よ
う
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
心
よ
く
了
承
し
、
善

処
す
る
こ
と
を
確
約

し
て
も
ら
え
た
。
ま
た
、

そ

の
折

の
指

示
に
よ
り
、
早
速
、
日
高
支
庁
長

に
も
要

望
書

を
送
付

し
た
。

●
八
月
三
十
日

(
日
)

自
然
観
察

会

当
初

一
週
間
前

の
二
十
三
日
に
開
催
す

る
予

定

で
あ

っ
た
が
、
雨
天

の
た
め
今

日
に

の
び
た

行
事

で
あ

る
。

自
然
歩
道

の

「
中

の
沢
～
小
林
峠

ル
ー
ト
」

を
舞
台
と
し

て
開
催

さ
れ
た
。
市
街
地
周
辺
と

し
て
は
珍
し
く
樹
木

に
恵

ま
れ

た
峯
歩
き
と
、

沢
沿

い
歩
き
を
楽
し
め
る

コ
ー

ス
で
あ

っ
た
。

講
師
と
し
て
北
大
農
学
部

の
久
万
田
敏
夫
先
生

(
昆
虫
)
と
夏

目
俊

二
先
生

(
植
物
)
が
指

導
し

て
く
だ
さ

っ
た
。
切
角

の
好
天
気
と
好

コ
ー
ス

に
恵

ま
れ
な
が
ら
も

一
週
間
延
期

の
た
め
か
、

参
加
者

が
少

な
か

っ
た
の
は
残
念

で
あ

っ
た
。

●
九

月
十

一
日

(金
)

受
託
調
査
事
業

で
あ
る

「
室

蘭
支
笏
湖

間
道

路
事
業
調
査
」

の
中
間
報
告
書

を
、
委
託
者

で

あ

る
北
海
道
開
発

コ
ン
サ

ル
タ

ソ
ト
㈱
あ

て
提

出

し
た
。

八
月
中

の
二
度

に
わ
た
る
集
中
豪
雨

の
た
め

路
線

の
ぞ
ち

こ
ち
に
決
壊
カ
所
が

で
き
、
調
査

に
は
相
当
困
難
を
極

め
た
よ
う

で
あ
る
。

●
九
月
十
九

日

(
・エ
)

北

海
道
自

然
保
護

団
体
連
合
よ
り
来
年

度

の

カ

レ
ン
ダ

!
五
〇
〇
部

が
届
け
ら
れ
た
。
坂
本

直

行
画
伯

の
花

の
カ

レ
ソ
ダ

ー
で
、
六
枚

つ
づ

り

(
一
～

二
月

ふ
く

じ
ゅ
草
、
三
～
四
月

み
ず

ぽ

し

ょ
う
、
五
～

六
月

の
は
な

し
ょ
う
ぶ
、
七

～
八
月

ひ
る
が

お
、
九
～
十
月

ほ
お

の
き

、
十

一
～
十

二
月

な
な

か
ま
ど
)
、

一
部

一
、○
○
○

円
だ
が
、
送
料

は
小
包
あ

つ
か
い
と
な
り
、
四

〇
〇
～

八
○
○
円

(
地
域
区
分
に
よ
る
)
。

●
十
月

一
日

(木
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
長
谷
川
、
狩
野
、

大
山

。主
な
議
題

一
、
第
八
十
五
回
理
事
会

の
開
催
に

つ
い
て

二
、
昭
和
五
十
七
年

度

の
自
然
観
察
指
導
員
講

習
会

の
開
催
に

つ
い
て

三
、
北

海
道

開
発

コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト
㈱

よ
り

の

受
託

調
査
事
業

「
士
幌

然
別
湖
線
環
境
調
査

(
補
足
調
査
)
」
に

つ
い
て

四
、
会

誌
第

二
十

一
号

の
原
稿
集
ま
り
状
況

に

つ
い
て

五
、
自
然
観
察
会

の
開

催
に

つ
い
て

六
、
上
半
期

の
収
支

決
算

に
つ
い
て

●
十
月

七
日

(水
)

常
任

理
事
会

で
審
議

さ
れ

た
来
年
度

の
自
然

観
察
指
導
員
講

習
会

の
時
期
、
場
所
な
ど
に

つ

い
て

(財
)

日
本
自
然
保
護
協
会
と
協
議

し
た

と
こ
ろ
、
時
期

は
七
月

三
十

一
日

(
土
)
～
八

月

二
日
(月
)
、
根
室
支
庁
管
内
中
標
津
町
が
望

ま
し

い
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

●
十
月
十
八
日

(
日
)

自
然
観
察

会

「
望
来

(
モ
ー
ラ
イ
)
海
岸

の
貝
化
石
と
メ

ノ
ゥ
や
段
丘
地
形
を
観
察

し
よ
う
」
を
テ

ー

マ

と
し
、
厚

田
村

の
望
来
海
岸
を
舞
台
と
し
て
開

催
。
講

師

の
北
大
理
学
部
地
鉱
教
室

の
鎌
田
先

生
を
囲
み
、
み
つ
け
た
貝

の
化
石
に
歓
声

を
あ

げ
た
り
、
青

い
海
と
秋

の
日
ざ

し
に
恵
ま
れ
た

有
益

な

一
日
で
あ

っ
た
。

●
十
月

三
十
日

(
金
)

「
会
誌
」
編
集
会
議

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
辻
井
、
山

口
。

集
ま

っ
た
原
稿

の
内
容
な
ど
に
よ
り
、
目
次

の
検
討

を
行

っ
た
。

主
な
内
容
と

し
て
は

一
、
北
海
道

の
火
山

(
石
川
俊
夫
)

二
、
北
海
道

の
地
震

と
火
山

(横
山

泉
)

三
、

セ
ン
ト

ヘ
レ
ソ
ズ

の
噴

火
と
北
海
道

の
火

山
活
動

(
勝
井
義
雄
)

四

、
火
山

の
災
害
と
そ

の
対
策

(
八
木
健

三
)

五
、
火
山
と
保
全

(東

三
郎
)

六
、
火
山
噴
火
に
よ
る
環
境

の
変
動

と
災
害
-

有
珠
山
噴

火

の
場
合
1

(門
村

浩
)

七
、
有

珠
山
噴

火
と
動
物

た
ち(
太
田
嘉
四
夫
)

八
、
有

珠
山
噴
火

の
植
生
被
害

と
回
復

(
高
畑

滋
)

九
、
駒

ケ
岳
噴
火
後

の
植
生
変
化

に
つ
い
て

(
辻
村
東
國

)

十
、
駒

ケ
岳
と
大
沼

(
五
十
嵐
彦
仁

)

十

一
、
森
地
熱
開
発

(
島
崎
忠

義
)

十

二
、
文

学
に
現
わ
れ

た
北

海
道

の
火
山
ー
駒

1



、

ケ
岳
と
羊
蹄
山
i

(木
原
直
彦
)

な
お
、

二
十

一
号
を
契
機

と
し
、

「
誌
名
」
、

「
定
価
」
、
「
目
次

の
英
文
」
な
ど

に
つ
い
て
協

議

し
噛

い
ず
れ
も
次
期

理
事
会

で
検
討

し
て
も

ら
う

こ
と

に
し
た
。

●
十
月
三
十

日

(
金
)

道
の
指
導
検
査

昭
和
五
十
五
年
度

の
業
務

お
よ
び
財
産

の
状

況

に
つ
い
て
の
道

の
検
査

が
お
こ
な

わ
れ

た
。

検
査
員

は
道
生
活

環
境
部
自

然
保
護
課

の
村
上

保
全
指
導
係
長
と
石
井
主
事

、
同
部
道
民
生
活

課

の
西
田
主
事

の
三
氏
。
会
長
が
立
会

し
た
。

職
員

の
就

業
規
則

、
事
務
専
決
規
定
、
賞
与

規
定
な
ど

の
整
備

を
す

る
よ
う
指

示
さ
れ

た
。

●
十

脚
月
五
日

(木
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木

、
長
谷

川
、
狩
野
、
大
山
、

高
畑
。主
な
議
題

一
、
電
源

開
発
㈱
よ
り
届
け
ら
れ
た

「
十
勝
川

水
系
上
熊

牛

・
芽
室
地
点
水
力
発
電
計
画
環

境

ア

セ
ス
メ

ソ
ト
報
告
書

(要
約
版
)
」

に
対

す

る
協
会

よ
り

の
意
見
書

に
つ
い
て
協
議

し

た
。

二
、
会

誌

の

「
誌
名
」
、
「
定
価
」

に
つ
い

て

●
十

一
月
七
日

(土
)

第
八
十
五
回
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
長
谷
川
、
狩
野
、

滝

ロ
、
加
藤
、
大
山
、
新
庄
、
宗
像

、
山
本
、

泉
。
主
な
議
題

一
、
電
源

開
発

㈱
に
対
す

る
意
見
書

に

つ
い
て

二
、
自

然
観
察
指

導
員
講

習
会

に
つ
い
て

(来
年

は
、
七
月

三
十

一
日

(
土
)
～

八
月

二
日

(月
)

の
三
日
間
、
根
室
支
庁
管
内

の

中

標
津
町

に
て
開
催
す
る
。
募
集
人
員

は
今

年

と
同

じ
く

六
十
名

の
予
定
)

三
、
会
誌

の
編
集
委
員

に
つ
い
て

(
従
来

の
八
木
、
辻
井
、
山

ロ
、
小

川
の
四

氏
に
、
理
事
者
側
、
事
務
局
側
と
し
て
新
妻

、

進
藤

を
加
え
て
六
氏
と
す

る
)

四
、
会

誌

の
名
称

、
定
価
な
ど
に

つ
い
て

五
、
道

の
指

導
検

査
に
つ
い
て

六
、
自
主
調
査
に

つ
い
て

・

(
本
年
度

は
八
月

の
水
害

に
よ
る
札

幌
市
南

区

の
被

害
状
況

の
取
り
ま
と
め
を
、
真
駒

内

環
境
保

全
懇

話
会

に
実
施

し
て
も
ら
う
が
、

来
年
度

か
ら
は
地
方

の
希
望
も
取
り
上
げ
る

よ
う

に
し
た

い
)

七
、
講
演

会

の
開
催

に
つ
い
て

(
来
春

の

一
月

二
十

三
日
(土
)
、
札
幌
市
教

育
文
化
会

館
で
、
午
後

一
時
よ
り
四
時
ま

で

行
う
。
講

師
は
北
大
農
学
部

の
東

三
郎

教

授
と
大

学
院
環
境

科
学
研
究
科

の
門
村

浩

教
授

の
予
定
)

八
、
日
高

町
岩
内

川
流
域

の
件
に

つ
い
て

九
、
滝

野
国
営
公

園

の
造
成

に
つ
い
て

(
大
変

ひ
ど

い
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
と

い

う
話
が
で
て
い
る
の
で
、

一
度
み

て
お
く
必

要
が
あ

る

の
で
は
な

か
ろ
う
か
、
と

の
提
言

が
滝

口
理
事

よ
り
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
)

●
自
然
観
察
指

導
員

さ
る
八
月

八
日
～
十

一
日
、
真
狩
村
に
て
行

わ
れ
た
講

習
会

で
次

の
か
た
が
た
が

「
自

然
観

察
指
導
員

」
に
な
ら
れ
た

の
で
お
知

ら
せ
し
ま

す

。島

田
明
英
、
川
村
静
子
、
田
中

明
子
、
熊
木

大
仁

、
中
谷
大
吾
、
大
原
雅
樹
、
間
ケ
敷
利
正
、

梅
木
賢
俊
(
札
幌
市
)
、
松
原

茂

、
山
上
光

一
、

(広
島
町
)
、
西
尾
尤
男
、
河

原

淳
、
我
妻
尚

広
、
古
川
み
と

い
、
杉
浦
雅
子
(
江
別
市
)
、
羽

田
登
志
男
、
関

口
孝
三
、
田
原
保
徳
、
種
佃
義

信

(
函
館
市
)
、

木
野

領

(
七
飯

町
)
、

山

田

治

(
八
雲
町
)
、
本
間
松
喜
(
ニ
セ

コ
町
)
、
寺
山

昇
、
森

譲
治
、
屋
敷
正
義
(
蘭
越

町
)
、
高
橋

敏

一
、

山
下
伸

子

(小
樽
市
)
、

四
日
市

励

(岩
見

沢
市
)
、
伊
達
佐
重
(
栗
山
町
)
、
竹
本
慎

也

(滝

川
市
)
、
佐
藤
佳
弘

(士
別
市
)
、
鈴
木
紀

明

(旭

川
市
)
、
山
内

昇
、
油
小
路
隆
直

(
浜

頓
別
町
)
、

鈴
木
和
男

(稚
内
市
)
、

児
玉
仁
志

(枝
幸
町
)
、
合
地
信
生

(斜

里
町
)
、
市
原
信
男

(虻
田
町
)
、
田
澤
昌
樹

(
伊
達
市
)
、
小
澤
隆
信
、

松
原
正

一
(
登
別
市
)
、
山
内
和
博
(苫
小
牧
市
)
、

中
田
吉
時
(
門
別
町
)
、
室

瀬
秋
宏

、
大
内
隆
志
、

鈴
木
篤
志
、
桜
井
康
雄

、
長

田
英

己
、
清
水
基

滋

、
深

沢

敬
、
田
部
和
子
、
多
湖
英
実
、
大

野
博
純

(帯
広
市
)
、
佐
藤
敏
昭
(
池
田
町
)
、
林

好
策

、

佐

々
木

勉

(釧
路
市
)
、

小
林
秀
雄

(
根
室
市
)
、

三
浦
二
郎

、
奥

地
明
夫

(中
標
津

町
)
、
倉
本

勉

(標
津
町
)
。

以
上
、
六
十
名

「
日
高
横
断
道
路
問
題
」
の

そ
の
後
の
情
勢

い
く
た
び

か
の
曲
折
を
経
な
が
ら
、
待
望
久

し
か
り
し
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
が
十
月

一

日

に
指
定

さ
れ
た
こ
と
は
ご
同

慶

に

た

え

な

い
。
ま
た
、
こ
の
日
に
道
央
と
札
幌
圏
を
結
ぶ

石
勝
線
が
開
通

し
、
十

勝
帯
広
地
域
が
グ

ー
ン

と
札
幌

に
近
づ

い
た
。

こ

の
よ
う
な
新
し

い
事
態

に
対
応
し

て
、
日

高
横
断
道
路
も

再
検
討
す

べ
き

で
は
な

い
か
。

そ
こ
で
、
私

は
北
海
道
新
聞

の

「
読
者

の
声

」

欄
に
つ
ぎ

の
投
書
を
し
た

(十
月
九
日
付
)
。

日
高
横
断
道
路
建
設
を
再
度

見
直
し

て

八

木

健

三

堂

垣
内
知
事
さ

ん
、
先

日
、
石
勝
線

の
開
通

を
祝

い
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
さ
れ

て
い
る
写
真
を

新
聞
紙
上

に
拝
見
し

ま
し
た
。

こ
の
線
が
道

央

八

木

健

三

と
札

幌
圏
を
結
び
、
北
海
道

の
発
展

に
寄
与
す

る
こ
と
を
、
あ
な
た
も
望

ん
で
お
ら
れ

る
こ
と

で
し

ょ
う
。
こ
の
線

の
完
成
を
機

に
、
問
題

の

中
部
日
高
横
断
道
路
計
画
を
再
検
討
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し

ょ
う

か
。

良
識
あ
る
世
論

の
強

い
反
対

に
も

か
か
わ
ら

ず
、

「
地
域
住
民

の
利
益

の
た

め
に
…
」
と
、

と
う
と
う
あ
な
た
は
日
高
横
断
道
路

の
建
設

の

断
を
下
さ
れ
ま

し
た

。
し

か
し
今
夏
、
わ
れ
わ

れ
と
こ

の
道
路

予
定
地
を
視
察
し
た
元
環
境
庁

長
官

・
大

石
武

一
氏

は
、

「
こ
の
道
路

は

一
握

り

の
特
定

な
人

々
の
利
益

に
す
ぎ
な

い
」
と
明

言
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
政
府
が
行
政
改
革
を
強
力

に
推
し
進

め
、
多
数
国
民

の
願
望
を
抑
え

て
ま
で
福
祉

・
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教
育
を
も
切
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
た
と
え

費
目
が
異
な
る
と
は

い
え
、
こ
れ

ほ
ど
問
題
が

多

く
意
味

の
少
な

い
日
高
横
断
道
路

に
数
百
億

の
血
税
を
投
入
す
る
こ
と

は
こ
れ

こ
そ
行
政

の

ム
ダ

の
最
た
る
も

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
。

十
月

一
日

に
は
、
わ
れ

わ
れ
待
望

の
日
高
国

定
公
園
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
日
高
山
脈

の

か
け
が

い
の
な

い
原
始

の
自
然
を
守
り
、
次
代

の
国
民

に
残
し
て
ゆ
く

こ
と
こ
そ
、
長
期
展
望

に
立

つ
べ
き
為
政
者
と
し
て
の
、
あ
な
た

の
重

大
な
責

任

で
あ
り
ま
し

ょ
う

。

知
事
さ
ん
、
日
高
横
断
道
路

の
計
画

の
再
検

討
を
要
請
し
ま
す
。
少

な
く
と
も

、
石
勝
線
が

道
内
交
通

に
ど

の
よ
う
な
効
果
を
上
げ

る
か
見

極

め
る
ま

で
、
道

路
着

工
は

ス
ト

ッ
プ
し

て
下

さ

い
。
こ
れ

は
私

の
三
度
目

の
、
そ
し
て
お
そ
ら
く

最
後

の
訴
え

で
す
。

そ

の
翌
日
、
熱
心
な
あ

る
会
員

の
方

か
ら

お

ハ
ガ
キ
を

い
た
だ

い
た
。

「
…
…
先
生

の
勇
気

に
感

動

い
た

し

ま

し

た

。
す

で
に
高

名
な
教
授

で
あ

る
に
も

か
か
わ

ら
ず
、
投
書
と

い
う
も

っ
と
も
庶
民
的

な
方
法

を
と

っ
て
す
ら
、
社
会

に
寄
与
し

よ
う
と
決
意

し
て
お
ら
れ
る

の
で
す

…
…
」
と
あ

っ
た

。
過

分

の
お
言
葉
は

い
さ
さ
か
面
映
く

も

あ

っ
た

が
、
私

の
真
意

を
よ
く
汲

み
と

っ
て
い
た

だ
け

た
こ
と

は
う
れ
し
か

っ
た
。
そ

の

一
週
間
後

の

十
月
十

七
日
、
同

じ
く
道
新

の
声
欄

に
こ
の
投

書

へ
の
返
答
が
出
さ
れ
た
。

日
高
横
断
道

の
考
え
方

北
海
道
土
木
部
道
路
課
長

大

屋

満

雄

九
日
付
本
欄

の

「
日
高
横
断
道
建

設
を
再
度

見
直

し
て
」
に
つ

い
て
、
道

の
考
え
方
を
述

べ

さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す
。

か
ね
て
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
石
勝

線
が
こ

の
ほ
ど
開
業
し
、
同
時

に
日
高

山
脈
襟

裳
国
定
公
園

の
指
定
が
実
現
し
た

こ
と
は
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
喜

び
に
た
え
ま
せ
ん
。

道

路
、
鉄
道

、
航
空

な
ど

の
交
通
機
関

は
、

そ
れ
ぞ
れ

の
特

性
と
役
割

に
応
じ

て
、
機
能
を

分
担
し
あ

い
、
こ

の
広

い
北
海
道

に
お
け

る
総

合
的
な
交
通
輸
送
体
系

を
確
立
す

る
こ
と
が
緊

要

で
す
。

こ
の
こ
と
は

「
道
民
が
ど

こ
に
住
ん

で
い
て
も
、
安
定
し
充
実

し
た
生
活
を
営
む

こ

と
が

で
き

る
豊
か
な
地
域
社
会
を
創
造
す

る
」

と

い
う
道

の
発

展
計
画

の
目
標

に
も

つ
な
が

る

施
策

で
す

。

ご
承
知

の
よ
う

に
、
日
高
山
脈

と
交
差
す

る

幹
線
道
路

は
、
国
道
二
三
六
号
線

(帯
広
ー
浦

河
)
と

こ
れ
を
補
完
す
る
道
道
浦
河
大
樹
線
が

あ
り
、
そ

の
北
側

の
国
道

二
七
四
号
線

(札
幌

ー
帯
広
)
ま

で
の
約
八
○
キ

ロ
は
補
完
す

る
道

路
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
今

回
、
こ
の
静
内
中

札
内
線
を
計
画

し
た
も

の
で
、
国
鉄

石
勝
線

、

道
道
静
内
中
札
内
線

は
、
と
も

に
そ
れ
ぞ
れ

の

も

つ
交
通
輸
送

の
役
割
を
果

た
し
、
地
域

の
発

展

に
貢
献
す

る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す

。

従

い
ま

し
て
、
今
後

、
公
園

サ
イ
ド
と

の
十

分
な
協
議
を
行

い
、
自
然

環
境

に
配
慮

し
つ
つ

道
路
建
設
を
進
め

て
ま

い
り
ま
す

。

大
屋
道
路
課
長
と
は
旦

局
横
断
道
路

に
つ
い

て
、
何

回
か
お
話
合

い
を

し
た

こ
と
も
あ
り
、

今
度
も
早
速
返
答
さ
れ
た
ご
好
意

は
多
と
す

る

が

、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
す

で
に
何

度
も

い
わ
れ
た

こ
と

の
繰

返
し
で
あ

っ
て
、
新

し
い
状
勢
を

ふ
ま
え
た
意
見
を
う

か
が

え
な

か

っ
た
の
は
残
念

で
あ

る
。

な

お
こ
の
数
日
後

の
十
月

二
十
四
日

に
は
、

霞
が
関

で
日
高
横
断
道
路
反
対

の
た
め
全

国
各

地
か
ら
集
ま

っ
た
若
も

の
た
ち

の
デ

モ
も
あ

っ

た
よ
う
だ
。
ま
た
日
高
道
路

問
題

に
つ
い
て
大

い
に
理
解
を

示
し
、
困
難
な
情
勢

の
中

で
環
境

行
政
を
推
進

し
て

い
る
鯨

岡
環
境
庁
長
官

の
留

任
運
動
が
、
日
本
自

然
保
護
連
合

の
石
山
理
事

長
ら

に
よ

っ
て
す
す
め
ら

れ
て
い
る
と

い
う

。

さ
き

の
道

新
記
事
な
ど

を
大

石
元
長
官

に
お

送
り
し
た
と

こ
ろ
、
こ

の
ほ
ど

つ
ぎ

の
よ
う
な

お
手
紙
を

い
た
だ

い
た
。

秋
も
深

ま
り
膚
寒
さ
を
覚
え
る
候

と
な
り
ま

し
た
、
御
地
は
も

う
霜
や
雪

を
み
て
い
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
ご
健

勝

に
お
す
ご
し
の
こ
と
何

よ
り
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。
当
方
も

元
気

に
た

だ
い
そ
が

し
く

か
け
ま
わ

っ
て
お
り
ま
す
。
た

び
た
び
書
面
を
賜
り
有
難
く
恐
縮

に
存

じ

ま

す

。
i
中
略
-

日
高

の
こ
と

い
ろ

い
ろ
と
心
配

は
あ
り
ま
す

が

、
国
定
公
園

に
な

っ
た

こ
と

で

一
応

の
歯

ど

め
が

で
き
た

の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
決
定
的
な

こ
と
は
今
後

の
努
力

に

日
高
町
岩
内
川
流
域
の
自
然
環
境
保
全

に
関
す
る
要
望
書

H
N
C
S
第
二
五
〇
号

ま
つ
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多

少

の
時

間
的

余
裕
が

で
き
た

で
し
よ
う

か
ら
、
そ

の
間

に
皆

で
更

に

一
層

の
努
力
を
致

し
ま

し
ょ
う
。

い
ず

れ
近
く

、
ま
た
拝
眉

の
機
を
得
ま
す
よ

う
念

願
致

し
ま
す

。

向
寒

の
醐

一
層
御
自
愛
を
祈

り
上
げ
ま
す
。

十

一
月

六
日

大

石

武

一

八
木
健

三
大
兄
王
机

下

尾
瀬

の
と
き

に
も

、
ま
た
大
雪

の
と
き

に
も
、

自
然
保

護

の
た
め
に
な
み
な
み
な
ら

ぬ
情
熱
を

傾
け

て
下
さ

っ
た
大

石
元
長
官

が
、
今
回

の
日

高
横
断
道
路
問
題

に
つ
い
て
も
、

つ
ね
に
力
強

い
ご
支
援
と
ご
指

導
を
私

達

に
さ
し

の
べ
て
下

っ
て
い
る
こ
と
は
感
謝

に
堪
え
な

い
。
今
度

の

お
手
紙
も
日
高
横
断
道

路
問
題

に
対
し
努
力

し

て
い
る
私
達
会
員

へ
の
励
し

の
お
言
葉

と
理
解

し
、
私
信
な
が
ら
あ
え
て
掲
載

さ
せ
て

い
た
だ

い
た
次
第

で
あ

る
。

希
望
を
前
途

に
見

つ
め

つ
つ
日
高

の
自
然
保

護
の
た
め
に
、
さ
ら

に
皆

で
努
力
し

て
ゆ
き

ま

し

ょ
う
。

陳
情
書
、
要
望
書

意
見
書
、
回
答
文
書

昭
和
五
十
六
年
八
月
二
十
日

北
海
道
知
事

堂
垣
内
尚
弘

殿

北
海
道
商
工
観
光
部
長

大
久
保
道
也

殿
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日
高
支
庁
長

木
元

義
彦

殿

(社
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

八
木
健
三

日
高
町
沙
流
川
流
域
は
美
し
い
漢
流
と
森
林

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
ま
す
が
、
同
町
三
岩

の
沙
流
川
支
流
岩
内
川
上
流
で
は
岩
内
岳
か
ん

ら
ん
岩
の
採
石
が

一
〇
数
年
来
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
近
年
に
い
た
り
、
そ
の
下
流
左
岸
に
新
し
い

採
石
場
と
附
属
す
る
砕
石
工
場
が
設
け
ら
れ
、

採
石
及
び
粉
砕
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

こ
の
採
石
場
で
は
多
量
の
表
土
、
ズ
リ
が
直
接

岩
内
川
に
投
棄
さ
れ
、
ま
た
工
場
か
ら
は
多
量

の
粉
塵
が
周
囲
に
飛
散
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
附
近
の
植
生
と
動
物
に

大
き
な
被
害
を
与
え
自
然
環
境
を
著
し
く
損
傷

す
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
岩
内
川
流
域
の
保

全
に
も
支
障
を
与
え
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
ま

す
。こ
の
点
に
か
ん
が
み
、
同
地
域
の
自
然
環
境

保
全
の
た
め
、
適
切
な
る
処
置
を
と
ら
れ
ま
す

よ
う
、
こ
こ
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

日
高
町
岩
内
川
流
域
の
自
然

環
境
の
保
全
に
つ
い
て

こ
の
夏
会
員
か
ら

「
日
高
町
沙
流
川
支
流
の

岩
内
川
沿
岸
に
設
け
ら
れ
た
採
石
場
で
、
粉
塵

や
土
砂
の
た
め
に
環
境
破
壊
が
ひ
ど
い
、
視
察

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
」
と
い
う
申
し
出
を
受

け
た
の
で
七
月
十
六
日
、
新
妻
副
会
長
と
私
が

調
査
に
で
か
け
た
。

こ
こ
に
は
岩
内
岳
の
か
ん
ら
ん
岩
の
採
石
が

十
数
年
来
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
最
近
岩
内

川
下
流
左
岸
に
新
し
い
採
石
場
と
附
属
の
砕
石

工
場
が
設

け
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
採
石
場

の
現

場
で
は
多
量

の
表

土
や
ズ

リ
が
直
接
岩
内

川
に

投
棄

さ
れ

て
い
る
た
め
、
約

一
〇
〇

m
も
あ

る

左
岸

の
斜
面

は
無
惨

に
破
壊
さ
れ
、
木

々
が
お

れ

た
り
し
て
お
り
、
ま
た
砕
石
工
場
か
ら

は
多

量

の
粉
塵

が
モ
ゥ
モ
ゥ
と
立
ち
上

っ
て
い
る
。

そ

こ
で
調
査

か
ら

か
え

っ
た
あ

と
、
別
記

の

よ
う
な
要
望
書
を
提
出
し
た
。

そ

の
後
、
日
高

支
庁
長

よ
り
九
月
十
七
日
付

で
次

の
よ
う
な
回
答
が
あ

っ
た
。

(
回
答
)

昭
和
五
十
六
年

八
月

二
十

日
付
け

H
N
C
S

第

二
五
〇
号
を
も

っ
て
要
望

の
あ
り
ま

し
た

こ

の
こ
と
に

つ
い
て
昭
和
五
十

六
年
九
月
九
日
、

日
高
営
林
署
、
日
高

町
、
日
高
支
庁

の
三
者

に

よ
り
該

当
す
る
岩

石
採
取
現
場

に
つ
い
て
合
同

調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
改
善
処
置
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
地

に
お

い
て
当
該
企
業

に
対
し
、

口
頭

で
指
示
す

る
と
と
も
に
、
別
紙

(
写
)

の
と
お
り
指
示
を

い
た
し
ま
し
た

の
で

回
答
し
ま
す

。

な

お
、
別
紙

に
は
当
該
採
石
場
に
対

し
て
、

ω

岩

石
採
取
終
了
箇
所
か
ら
順
次
緑
化
作

業

に
着
手
す

る
こ
と
。

②

岩
内
川
岸
辺
に
落

下
し
た
ズ
リ
を
整
理

し
、
緑
化

に
着
手
す
る
こ
と
。

③

汚
濁
水
等
は
沈
澱
池

に
誘
導

し
、
清
澄

の
う
え
自
然
放
流
す
る
こ
と
。

ω

粉
じ
ん
は

ス
プ

リ

ソ
ク
ラ
ー
で
最
少
限

度

に
押
え
る
方

法
を
講
ず

る
こ
と
。

の
四
項
目
が
列

挙
さ
れ
、
環
境
保
全

を
行
う

こ
と
が
指
示
さ
れ

て
い
た
。

行
政
当
局
が

こ
の
よ
う

に
早
速
適
切
な
指
導

処
置
を
と

っ
た
こ
と
は
ま
こ
と

に
よ
ろ

こ
ば

し

い
。
そ
こ
で
私

は
つ
ぎ

の
書
状
を
送
り
、
協
会

と
し
て
の
謝
意
を
表

し
た
。

こ
の
件

に
つ
き
ま

し
て
か
ね
て
ご
要

望
申

し

上
げ

て
お
り

ま
し
た
が
、

こ
の
た
び

一
九

八

一

年
九
月

一
七
日
付
け
、
日
商

労
第
九

一
七
号

を

も

っ
て
ご
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
速
貴

庁
、
日
高

営
林
署
、
日
高
町

の
三
者

で
現
場

の
合
同
調
査
を
実
施

さ
れ
、
そ

の
結
果

に
基
づ
き
、
当
該
企
業

に
改
善
方

を
ご
指
示
下

さ

い
ま
し
た
由
、
拝
諦

い
た
し
ま
し
た
。

適
切
な
る
処
置
を
早
速
お
と
り
い
た
だ
き
ま

し
た

こ
と
に
対
し
、
厚

く
お

礼

申

し

上

げ

ま

す
。な
お
、
今
後

と
も
自

然
保
全

に
関

し
貴
庁
と

も
ご
協
力

し
て
ゆ
き

た
い
と
存

じ
ま
す

の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

…敬

具

そ

の
後

、
当
該
会

員
よ
り

「
ス
プ

リ
ン
ク
ラ

ー
を

つ
く

っ
て
粉

じ
ん
を
お
さ
え
、
ま
た
採
石

現
場
に
は
沈

澱
池

が

つ
く
ら
れ

て
い
る
」
と

い

う
報
告
が
あ

っ
た
。

こ

の
よ
う

に
当
協
会

の
要
望

に
対

し
て
、
行

政
当
局
が
速

や
か
に
善
処

し
、
ま
た
事
業
所
も

自
然

環
境
保
全

の
た
め
に
早
速
処
置
を
と

っ
た

こ
と
は
、

た
い

へ
ん
結
構
な

こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
会
員
各
位
、

と
く

に
地
方

の
方
に
お

願

い
し
た

い
の
は
、
も

し
こ
の
よ
う
な
自

然
環

境
破
壊

の
事
実
が
あ

っ
た
場
合
、
早
速
、
協

会

あ

て
に
ご
連
絡

い
た

だ
き
た

い
こ
と
で
あ
る
。

協
会
と

し
て
は
事
情

の
許
す

か
ぎ
り
、
早
急

に

自
主
的
調
査
を
行

い
、
必
要
と
あ
れ
ば
要

望
書

そ

の
他

の
方
法

に
よ
り
、
自
然
保
護

の
た
め
に

手
を
打
ち

た
い
と
考
え

て
い
る
。

(
会
長
)

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
村

建
設
に
つ
い
て

小
清
水
自
然
と
語
る
会

何
度
も

み
ん
な

で
集
ま
り
、

い
ろ
ん
な
夢

を

語
り
ま
し
た
。
そ

し
て
結
論
は
、
次

の
よ
う
な

こ
と
を
や
ろ
う
と

い
う

こ
と

に
な

っ
た

の

で

す

。
1
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
村
を
中

心
と
す

る
ポ

ソ
ヤ

ン
ベ

ツ
の
流
域
、
幅

一
八
O

m
の
原
始

の
防

風
林
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
海

に
続
く
原
生

の
花

園
、
広

い
放
牧
地
、
全

て
を
ひ
と

つ
の
生
き

た
博
物
館
と

し
よ
う
。

2
、
子
供
た
ち
と
自

然
と

の
直
接

の
ふ
れ
あ

い

の
場
所
と

し
よ
う
。

3
、

フ
イ

ル
ド

ワ
ー
カ

ー
の
た
め

の
研
究
施
設

を

つ
く
ろ
う
。

4
、
自
然
保

護
思
想

の
普

及
と
研
さ

ん
を

し
て

ゆ
く
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
努
力

を
続
け

よ
う
。

5
、
村
民

の
人

た
ち
が

い
つ
で
も
参
集
宿
泊

の

で
き
る
小
さ
な

ロ
ッ
ジ
な
ど
が

ほ
し
い
。

6
、
傷

つ
い
た
野
生
動
物

た
ち

の
た
め
の
リ

ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
の
森

に
し
た
い
。

7
、

こ
の
地
方

に
息
づ
く
多
く

の
野
生

の
生
き

物
た
ち

の
営
み
を
年

四
回

の
会
報

で
お
知
ら

せ
し
ま
す

。
こ
の
地
を
お
と
ず
れ
る
多

く

の

研
究
者
、
農
民
、
作
家

の
ひ
と
た
ち

に
そ

の

執
筆
を
お
願

い
で
き
れ
ぽ
ビ

ア
ソ
キ
の

「
森

の
新
聞
」

み
た

い
な
世
界
を

つ
く
り
あ
げ

て

ゆ
き
た
い
。

夢
は
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す

。
で
も
全

て
が
村

民

の
合
議

で
決
ま
り
ま
す
。

現
在
私

た
ち
の
会
員

は
次

の
よ
う
な
呼
び
か
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け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
村
建
設
に
ご
賛
同
を
〃

私

た
ち
会
員

二
〇
名
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
村

建
設

に
と
り
く
ん
で

い
ま
す

。
昭
和

五
十
三
年

に
発
足

し
て
以
来
、
念
願

の
山
林
原
野

二
三
㎞

を
求

め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ

か
ら
、

こ
の
地
を

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
村

と
し
、
名
実
共

に

サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ

ー
を
宣
言

し
、
人
と
自
然
界

と

の
ふ
れ
あ

い
の
中
か
ら
受
け
と

る
も

の
を
、

生
き
る
思
索

の
糧
と
し
て
自
己

の
精
神
世
界
を

豊

か
に

ふ
く
ら
ま
せ
、
永
遠

に
保
存
継
承

し
て

い
く

こ
と
を
大
き
な

ね
ら

い
と

し
て
、
多

く

の

皆
様

の
賛
同
を
求

め
て
い
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
村

の
村
民
に
な

っ
て
下
さ

い

名
目
上
、
本
地

五
㎞

(
五
〇
〇
㎡
)
は
村
民

個
人

の
所
有

地
と
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
十
万

円
を
賛

同
資

金
と
し
て
申

し
受
け
ま
す
。

た
だ
し
、
十
年
間
を
経
過

し
た
後
に
お

い
て

当
人
よ
り
本

地
五
㎞
の
所
有
解
除

の
意

志
表
示

に
限

り
賛
同
積
金
十
万
円

は
返
戻

し
ま
す
。

村

の
運
営
は
村
民

で
行

い
ま
す
。
ま
た
、
村

民
は
本
会

の
会
員
と
な
り
ま
す
。

業
務

の
執
行

は
、
村
長
、
村
会
議
員

を
選
出

し
こ
れ

に
当

り
ま
す
。
そ
し

て
前
述

の
よ
う
な

事
業
を
展
開

し
て
ゆ
き
ま
す

。

現
在
、
公
益
法
人
格
を
得

る
た
め

の
準
備
を

進
め

て
い
ま
す
。

(連
絡
先

・
北
海
道
斜

里
郡

小
清
水
町
七
区

・
平
野
賢
昭
)

「会
誌
」
の
名
称
の

変
更
に
つ
い
て

本
協
会
の
会
誌
は
創
設
以
来

「北
海
道
自
然

保
護
協
会
会
誌
L
を
名

乗

っ
て
、

二
〇

号
を
重

ね
、
北
海
道

の
自
然
保
護

運
動

の
大
き
な
中

心

を
な

し
て
き
た
。
時

に
は
そ

の
当
時

の
重
要

な

問
題

に
関
連

し
て
特
集
号
を
出

し
、
と
く
に
大

雪
縦
貫
道

路
問
題
が

世
論
を
沸
騰
さ
せ
た

一
九

七
四
～
七
五
年

に
は
二
号

に
わ
た

っ
て
大
雪
特

集
号
を

つ
く
り
、
ま
た
日
高
横
断
道

路
が
ひ
ろ

く
社
会

の
注
視
を
あ
び

た
昨
年

は
道
路
特
集

号

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
会
員

以
外

の

一
般
読
者

に
も

か
な
り
広
く
読
ま
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ

の
と
き

に
問
題

と
な
る

の
が
、

「
会
誌

」

と

い
う
名
称

で
あ

っ
て
、

二
〇
号
に
掲
載

さ
れ

た
座
談
会

「
会
誌
第

二
〇
号
を
迎
え
て
」
に
お

い
て
も

、
こ
の
こ
と
が
論
議
さ
れ
た
。
折
角

の

充
実

し
た
内
容

が

「
会
誌
」
と

い
う
名
称

の
た

め
に
、
よ
り
広

い
読
者
を

つ
か
み
難
い
と

い
う

事
情

が
あ
き
ら

か
と
な

っ
た
。

さ
る
十

一
月

七
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会

で
こ

れ
に

つ
い
て
討
議

し
た
結
果
、

「
会

誌
」
と
い

う
名
称

を
第

二

一
号

か
ら

は
廃

止
し
、
こ
れ
に

か
わ

っ
て
よ
り

一
般
的
な
名
称

を
用
い
る
こ
と

と
な

り
、
た
と
え
ば

「
北
海
道

の
自
然

と
自
然

保
護
」

「
自
然
と
そ

の
保
護
」

「
北
海
道

の
自

然
」
な
ど

い
く

つ
か
が
候
補

と
し
て
上
げ
ら
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
表
紙
に

「
北
海
道
自
然
保
護
協

会
」

の
名
称

が
入

っ
て
い
る
こ
と

は
従
来
と
同

じ

で
あ

る
。

そ

こ
で
理
事
会

で
は
、
会
誌
名
称

の
件
に

つ

い
て
、
全
会
員

に
ご
諒
承
を

い
た
だ
く
と
と
も

に
、
適

当
な
名
称

に

つ
い
て
ご
意

見
を
伺
う

こ

と
と
し
た
。
第

二

一
号

は
目
下
編

集
中

で
あ
る

の
で
、
新

し
い
会
誌
名
に

つ
い
て
お
考

え
の
あ

る
方

は
十

二
月
十
日
必
着

で
事
務
局

ヘ
ハ
ガ
キ

に
て
お
申

し
出
下
さ

る
よ
う

お
願

い
し
た
い
。

そ
れ
ら

を
ふ
く

め
、
候
補

の
中
か
ら
新
名
称

を

決
定

い
た
し
ま
す
。

ま
た
郵
便
料
金

の
改
正

に
よ
り
、
書
籍

小
包

と
し
て
郵
送
す

る
た

め
、
次
号
か
ら
頒
価

を
示

す

こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
会
員
外

へ
の
販
売

の
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
会
員

に
は
も
ち
ろ
ん

い
ま
ま
で
の

「
会
誌
」
と
同
じ
く
、
無
料

で
配

付
さ
れ

る
の
で
、
ご
心
配
な
き

よ
う

。

ま
た
次
号

か
ら
国
会
図
書
館

の
国
際

標
準
逐

次
刊
行
物
と

し
て
の
I
S
S

N
番

号
が

入
る
こ

と
に
な

っ
た

の
に
と
も
な

い
、
裏
表
紙

に
英
文

表
題

を
入
れ

る
こ
と

と
な

っ
た
。

一
号
か
ら
十

一
号

ま
で
の
よ
う

に
英
文
表
題
が

つ
い
て
い
た

時
代
も
あ

っ
た
が
、
今

回
そ

の
方
針

に
戻

っ
た

わ
け

で
あ

る
。

な

お
、
次
号

は

「
火
山
特
集
号
」
と
し
、
北

海
道

に
大
き
な

ツ
メ
跡
を

の
こ
し
た
有
珠
山
噴

火

を
は
じ
め
、
火
山

の
諸
問
題
が
多
数

の
火
山

学

の
研
究
者

に
よ

っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
大

い
に
ご
期
待
を
願

い
ま
す
。

●

「
自
然
保
護
に
関
す
る
世
論
調

査
」

本
年
が
自
然
公
園
制
度
発
足
五
十
周
年

に
あ

た

る
の
を
記
念
し
て
、
総
理
府
が
六
月
下
旬

に

全
国

で
三
千
人
を
対
象
と
し
て

「
自
然
保
護

に

関
す

る
世
論
調
査
」
を
行

っ
た
。
有
効
回
答

は

八
○

・
六
%
。
最

近
、
そ

の
結
果
が
新
聞
紙
上

に
発
表
さ
れ
た

の
で
、
そ
の
要
点
を

つ
ぎ

に
か

か
げ
る

(
主
に
十
月

二
十

四
日
付
朝

日
新
聞

に

よ
る
)
。

自
然
と

の
ふ
れ

あ
い

こ
の

一
年
間
野
外

の
自
然

の
多

い
所

に
出
か

け
た
人

は
六
六

%
。
回
数

は

「
年

一
～
三
回
」

が
四

二
%
と
最

も
多

い
。
自
然
公
園

(
国
立
、

国
定
公
園
、
都
道
府
県

立
自
然
公
園
)

に
出

か

け
た
人

は
四
五

%
。
目
的
は

「
す
ぐ

れ
た
景
色

を
楽

し
む
」
(
四
七
%
、
複
数
回
答
)
「
登
山

、

海
水

浴
な
ど
楽
し
む
」
(
四
六
%
)
。

自

然
保
護

へ
の
関
心

「自
然
保
護

は
大
切
か
」

に
対
し

「
大
切

だ
」

が
九
四

%
に
対
し
、

「
そ
う

は
思
わ
な

い
」

は

一
%
、
圧
倒
的

に
自
然
保
護

の
重
要
性

を
理
解

し
て
い
る
。
そ

の
理
由
は

「
自

然
は
人

間
の
心

に
や
す
ら
ぎ
や
う

る
お

い
を
与

え
て
く

れ
る
」

が
七
九
%
、

「
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
成
長
や

自
然
を
学
ぶ
場
と
し
て
大
切
」
が
四
九
%
と
な

る
。自
然
保
護
と
観
光
開
発
と

の
兼

ね
合

い
に
つ

い
て
は
、

「
自
然

の
美
し

い
風
景
を
守

る
た
め

に
は
こ
れ
以
上
観
光
施
設
を
整

備
す
る
必
要
な

し
」
が
四
八

%
で
、

「多

く

の
人
び
と
が
美
し

い
風
景

に
親
し
む
た

め
に
、
あ
る
程
度
自
然
が

損

わ
れ

て
も
や
む
を
え
な

い
」
が

二
三
%
。

自
然
保
護

へ
の
取
り
絹
み

政
府

の
自
然
保
護
行
政

に
対

し
て
は

「
消
極

的
」
と
批
判
す

る
人
が
五
七
%
で
、
「
積
極
的
」

と
評
価
す

る
人

の
二
〇

%
を
は
る
か
に
こ
え
、

厳

し
く
見

つ
め

て
い
る
。

美
化
、
緑

化
運
動
に
は
三

一
%
が
参
加
し

て

お
り
、
「
機
会

が
あ

れ
ぽ
参
加

し
た

い
」
が
四
八

%
に
達
し
た
。
自
然

や
史
的
遺
跡
を
市
民
が
購

入
管
理
す

る
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス

ト

運

動

(英
国
)

に
関

し
、

「
こ
う
し
た
運
動
が
日
本

で
も
必
要
か
」

の
問
に
対

し
、

「
必
要
」
が
六

九

%
、
そ
の
半
数
が

「
金
を
出
し

て
も
よ

い
」

と
回
答
。

ど
こ

で
も

ア
タ

マ
の
い
た

い
ゴ
ミ
や
空
カ

ン

に
対
し
て
は
「
持

ち
帰

る
よ
う
十
分
指

導
す

る
」

●5



＼

が
三
七
%
、
と
も

っ
と
も
高

い
。

野
生
動
物
保
護

ト
キ
、
イ
リ
オ
モ
テ

ヤ

マ
ネ

コ
な
ど
絶
滅

の

恐
れ
の
あ
る
野
生
動
物
保
護

に
つ
い
て
は
、
「
世

界
的

に
貴
重
な
も

の
は
捕

獲
し
、
人

工
飼
養

し

て
で
も
保
護
す

る
」
が
六
二
%
で
、

「
自
然

の

ま
ま
に
し
て
お
く
」

の
二
六
%
を

こ
え
、
現
在

ト
キ
に
つ
い
て
行

っ
て
い
る
人

工
飼
養
が
支
持

さ
れ
た
。

カ

モ
シ
カ
、

ニ
ホ
ソ
ザ
ル
な
ど
人
間
生
活

に

被
害
を
与
え

る
野
生
動
物

に
対

し
て
は
、

「
必

要
最
小
限

の
捕
獲
も

や
む
を
え
な

い
」
が
三
七

%
、

「
防

護
サ
ク
で
動
物
が
入
ら
な

い
よ
う

に

す
る
」
の
二
五
%
を
上
ま
わ
り
、
動
物
た
ち

に

は
い
さ
さ
か
き
び

し
い
。

●

「
自
然
と
自
然
保
護
講
演
会
の
お
し
ら
せ

日

時

一
九
八
二
年

一
月

二
十
三
日

(
土
)

午
後

一
～
四
時

場

所

札
幌
市
教
育
文
化
会
館

三

F
大
研
修

室

(北

一
条
西
十
三
丁
目
)

講
演
題
目

一
、
黄
河
流
域

の
砂

漠
緑

化

東

三
郎

二
、
ア

フ
リ
カ

の
サ
バ

ン
ナ

門
村

浩

三
、

フ
ラ

ソ
ス
の
自
然

と
自
然
保
護

ア

ン

・
リ
ビ

エ
ル

入
場
無
料

講

師
紹
介
東

三
郎
氏

は
、
北
大
農
学

部

林

学

科

砂
防

工
学
教
室
)
教
授
。

こ
の
秋
、
中
国
視

察
団

の

一
員
と

し
て
中
国
を
く
わ
し
く
見
て

こ
ら
れ
た
印
象
記

で
す
。

・
門
村

浩
氏
は
、
北
大
大

学
院

環
境

科
学

研
究
科
教
授
。

こ
こ
数
年
来

、
ア

フ
リ
カ
の

自
然
環
境

に
関
す
る
国
際

共
同
研
究

を

つ
づ

け

て
こ
ら
れ
、
そ

の
レ
ポ

ー
ト
と
も

い
う
べ

き
も

の
で
す
。

ア

ソ

・
リ
ビ

エ
ル

(
A
N
N
E

・
R
I
V

I
E
R
E
)
さ
ん
は
、

一
九
五
五
年
、

フ
ラ

ン
ス
、

ル

マ
ソ
生

れ
の
お
嬢
さ
ん
。

レ
ソ
ヌ

大
学
卒
業
後

一
九
八
○
年

一
〇
月
か
ら
北
大

門
村
教
授

の
も

と
に
研
究
留
学
生
と
し
て
入

学
。
日
本

語
を
勉
強

し
て
お
り
、
講
演

は
「皆

さ
ん

に
よ
く
わ
か
る
よ
う

に
…
…
」
と
日
本

語

で
し
ま
す
。

●
会
報
パ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
頒
布
に
つ
い
て

自

然
保
護
協
会

の
会
報
も

一
九
六
五
年
第

一

号
が
発
行
さ
れ
て
以
来
、
今
回

で
第

三
十

九
号

に
な
り
ま
す
。
会
報

は
そ

の
と
き
ど
き

の
協
会

の
活

動

の
様

子
を
報
告

し
、
ま
た
北
海
道
知
事

、

札

幌
市
長

、
開
発
局
長
を

は
じ
め
各
方
面

に
宛

て
協
会

よ
り
提
出

さ
れ
た
自
然
保
護

に
関

す
る

要

望
書

、
申

入
れ
な
ど

の
公
文
書
を
す

べ
て
収

録

す
る
な
ど

、
協
会

の
活
動
を
窺
う
貴
重

な
資

料

で
あ
り
ま
す

。

最
近
会
員

と
な
ら
れ
た
多

く

の
方

々
か
ら

、

会
報

バ

ッ
ク
ナ

ソ
パ

ー
入
手

の
ご
希
望
が

よ
せ

ら
れ

て
お
り
ま
す

の
で
、
第

一
号

か
ら
第

三
十

八
号

ま
で
の
会
報
を

一
括
し
て
、

一
揃

い

一
〇

〇
〇
円

(送
料
三
五
〇

円
)

で
お
頒
け
す

る
こ

と
と

い
た
し
ま
し
た
。
ご
希
望

の
方

は
協
会

の

事
務
局

に
お
申
出
下
さ
い
。

■
出
版
物
の
お
知
ら
せ

「
つ
る
」
三
十
周
年
記
念
文
集

山
仲
間
や
自
然
愛
好
者

に
親

し
ま
れ

て
来

た

札

幌
狸
小
路

の

「
つ
る
」
が
誕
生
し

て
か
ら
三

〇
年

、
そ

の
常
連
が
集

っ
て
祝
賀
会

が
行
わ
れ

た
が
、
最
近

太
田
嘉
四
夫
さ
ん
が
発
起

人
と
な

っ
て

「
つ
る
1

三
十
周
年
記
念
文
集
」
が
刊
行

さ
れ
た
。
巻

頭

の
グ
ラ
ビ

ア
の
べ
L
ジ
に
は

マ

マ

(山
谷
君
代
さ

ん
)

の
昔
な

つ
か
し
い

マ
ド

ソ
ナ

の
姿
も
見
え
、
全
巻

二
五
〇
ペ

ー
ジ
、総
執

筆
者

一
〇

九
名

の
う

ち
に
は
、
辻
井
、
今
村
、

中
野

、
八
木
さ

ん
と

い

っ
た
協
会

の
活
動

メ

ソ

パ

ー
の
名
も
見
え

る
。

(頒
価

三
、
○
○
○
円
、
送
料

三
〇
〇

円

申
込
所

㎜
札
幌
市
北
区
新
琴
似

二
条
四

丁

目

桑

山
弥
寿

男

(
七
六
ニ
ー
八
五
七
七
)

な

お

「
つ
る
」

で
も
三
、
○
○
○

円
で
現
品

入
手

で
き
ま
す
)

●
草
野

貞
弘

「
美
唄
湿
原
の
花
」

湿
原

は
近
頃
、
注
目
を
あ

つ
め
て
い
る
が
そ

の
植
物

の
解
説
書

は
必
ず

し
も
多
く

は
な

い
。

こ
の
本

は
著
者
長
年

の
丹
精

に
か
か
る
多
く

の

カ
ラ
ー
写
真
と
美
唄
湿
原

の
変

遷

の
説
明
、
な

ら
び

に
湿
原
植
物

の
栽
培
法
ま
で
盛
ら

れ
て
い

る
点

で

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

表

題

は

美

唄

だ

が
、
そ

の
他

の
湿
原
散
策

・
見

学
に
広
く
活
用

す

る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

(
ら
い
ら

っ
く
書
房

・
二
、
二
〇
〇

円
)

●
伊
藤
浩
司

(
北
海
道
の
高

山
植
物
と
山
草
)

北
海
道

は
高

山
植
物

・
山
草

の
宝
庫

で
あ
る
。

こ
の
図
鑑

は
正
に

「
北
海
道

の
」
高
山
植
物
を

検
索
す
る

の
に
便
利

で
、
写
真

は
こ
の
分

野

の

第

一
任
者

と
し
て
知
ら
れ

る
梅
沢

俊
さ
ん
に

よ
る
も

の
。
(誠
文
堂
新
光
社

・四
、
三
〇
〇

円
)

●
藤

原
英
司

「
動
物
た
ち
の
S
O
S
」

動
物
文
学

に
つ
い
て
造
詣

の
深
く
、
ま
た
、野

生
生
物
保
護
運
動

に
力
を
注

い
で
い
る
著
者

の

新
作

。
い
わ
ゆ
る

サ
フ

ァ
リ
公
園

の
問
題

、
農

薬

、
サ
ル
の
奇
形
、
絶
滅

し
か
か

っ
て
い
る
ト

キ
な
ど
多
く

の
事
例

に
つ
い
て
子
供
が
見
、
考

え
る
形

を
と

っ
て
分
り
ゃ
す

く

説

明

し

て

い

る
。
表
題

に
は
動
物
た
ち

の
、
と
し
て
あ

る
が

単
に
動
物

だ
け

で
な
く
広
く
生
態
系

に
目
を
向

け
て
の
著
作

(
創
隆
社

・

一
、
二
〇
〇

円
)
。

●
岡
本
幹

二

「
室
蘭
地
方
植
物
誌
」

室
蘭
地
方

に
つ
い
て
は
先
き
に

「
室
蘭

の
植

物
-
測
量
山
を
中
心
に
ー

(文

化
女

子
短
大

・

原

松
次
教
授
)
が
あ
り
、
好
個

の
参
考
資
料

、

に
な

っ
て
い
る
が
よ
り
広

く
登
別
、
虻

田
、
樽

前

ま
で
を
含
め
た
植
物
誌
で
、
著
者

の
遺
稿
を

宮
森
健

一
氏
が
ま
と
め
た
も

の
パ
発
行
者

・
岡

本
孝
子

・
室

蘭
市
港

南
町

一
-

二
十
四
)
。

●
田
中
瑞
穂

「
こ
ど
も
の
た

め
の
東
北

海
道

の

植

物
」
釧
路
新
書
6

こ
の
本
は

一
度

、
昭
和
33
年

に
出
版
さ
れ
、

釧
路
を
中
心
と
す
る
植

物

の
小

・
中
学
生
向
き

の
手
引
き
と

し
て
名
著
と

い
わ
れ
、

以
前

か
ら

復
刊

の
要
望
さ
れ

て
い
た
も

の
で
あ

る
。
著
者

は
協
会
員

で
あ
り
、
ま
た
東
北
海
道
自
然
保
護

協
会

の
重
鎮
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
が
昭
和
五
十

二
年

に
病
没
さ
れ
た

(発
行
者

・
釧
路
市
史
編

さ

ん
事
務
局

・
五
百
円
)
。

昭

和

五
十

六
年

十

一
月

三

十

日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

一
条
西
七
丁
目

広
井
ビ
ル
五
階

発

行

所

灘
畑

北

海

道

自

然

保

護

協

会

電

話

(〇
一
一
)二
六
一1
六
五
八
六
(代
)

(〇
一
一
)二
五
一ー
五
四
六
五
(直
)

郵

便

振

替

ロ
座

小

樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海

道

銀

行

本
店

一
〇

一
四
四
四

発

行

人

八

木

健

三

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社

6


